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運用報告書（全体版） 

ワールド・リート・オープン
（資産成長型）為替ヘッジあり 
 

愛称：ワールド・リートヘッジＮ 

 
 

第４期（決算日：2020年12月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ワールド・リート・オープン（資

産成長型）為替ヘッジあり」は、去る12月10日に第４

期の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 2027年12月10日まで（2017年９月12日設定） 

運 用 方 針 
安定した収益の確保とともに信託財産の十分な成長を
はかることを目的として運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

ワールド・リート・オープン マザーファ
ンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の上場不動産投資信託（リート） 

運 用 方 法 

・ 世界各国の上場不動産投資信託に分散投資します。 
・ ポートフォリオの構築は、トップダウンで国や地域、

セクター配分等を決定し、ボトムアップで個別銘柄を
選定するという、２つのアプローチ（運用手法）の融
合によって行います。 

・ 相対的に割安で好配当が期待される銘柄に投資し、安
定した配当利回りの確保と、値上がり益の獲得を目指
します。 

・ 実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行い、為替変動リスクの低減をはかります。なお、
為替ヘッジが困難な一部の通貨については、当該通貨
との相関等を勘案し、他の通貨による代替ヘッジを行
う場合があります。 

・ マザーファンドの運用の指図に関する権限を、モルガ
ン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・
インク、モルガン・スタンレー・インベストメント・
マネジメント・リミテッドおよびモルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメント・カンパニー
に委託します。 

主 な 組 入 制 限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への実質投資は、債
券買い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への実質投資割合に制限
を設けません。 

・ 外貨建資産への実質投資割合に制限を
設けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への実質投資
割合は、当ファンドの純資産総額の
10％以下とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への投資割合は、制限を
設けません。 

・ 外貨建資産への投資割合は、制限を設
けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準
価額水準・市況動向等を勘案して、利子・配当収入の中
から分配金額を決定しますが、信託財産の十分な成長に
資することに配慮して分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント
　当期（過去１年間）の運用で主眼においたポイントを
ご説明させていただきます。

不動産への直接投資と比較して割安と判断される銘柄を
中心に投資を行いました。

【第４期末における主なリート市場への投資比率と投資
のポイント】

◎北米（アメリカ63.8％）
　アメリカ市場においては、2020年11月中旬以降、新
型コロナウイルスのワクチン開発進展報道から、ホテル
や小売りのリートなどを中心に反発しました。米連邦準
備制度理事会（ＦＲＢ）の支援策により、米リート市場
では活発な起債がみられており、過去最大級の水準で
あった昨年を上回るペースです。さらに、2008年の金
融危機時と比較すると、足下におけるリートの財務健全
性は高く、引き続き、バランスシートの改善を企図した
増資や物件売却が限定的な点は明るい材料です。また、
私募不動産ファンドには記録的な水準の資金が集まって
おり、当該資金がコロナ・ショックの収束後に上場不動

産・リートを買収する動きを喚起し、実物不動産市場や
リート市場へのサポート材料になると考えています。実
際、2020年第３四半期の取引活動では、不動産取引の
取引量が緩やかに改善基調にある中、新型コロナウイル
スの影響を相対的に受けにくい不動産への資金流入に加
え、世界最大級の機関投資家がリートの投資口を追加取
得する動きが確認できます。特定の実物不動産の評価と
リートの投資口価格の間には大きな差があり、今後は実
物不動産の資金が、実物不動産市場よりも割安に評価さ
れているリートを物色する機運があるとみています。
　リートの業績に関しては、巣ごもり消費や在宅勤務の
広がりから物流不動産などを手掛ける産業用施設、デー
タセンターなどで業績成長が期待できる一方、オフィス
は不動産の需給バランスに対する不透明感などが嫌気さ
れています。足下の稼働率や賃料回収率は高水準である
ものの、コロナ禍を背景に主要都市における労働者の出
社率は低水準であり、足下では、在宅勤務へのシフトに
よるオフィス需要の低下や、賃料の下落が懸念されてい
ます。一方で、こうした過度な警戒感がリートの投資口
価格へ織り込まれた結果、優良なオフィス・リートの投
資口価格は純資産価値（ＮＡＶ）と比較して投資妙味が

　当ファンドは設定来、インカムを特に重視した運用を
実施してまいりました。一方で、トータル・リターンに
対するニーズが高まる中、直近数年の対参考指数におけ
るパフォーマンスが低調であったため、2020年２月10
日以降、パフォーマンスの改善に向けたポートフォリオ
のリバランスを実施しました。
　2020年２月10日以降、不動産への直接投資と比較し
て（純資産価値対比）割安と判断される銘柄への投資を
継続しました。また、配当利回りの高い銘柄を精査し、
配当性向や負債依存度、業績動向などを考慮のうえ、割
安度合いの修正による価格上昇への確信度に応じて、各
国・地域や各不動産の用途に対する投資配分や組入銘柄

の投資比率を変更しました。
　具体的には、北米地域では、アメリカの小売りやオ
フィス、カナダの投資比率を大幅に縮小し、また、配当
利回りの観点で組入れていたアメリカのモーゲージ・
リートを全売却しました。一方で、アメリカの住宅や産
業用施設に加え、専門特化型（主にデータセンター）や、
倉庫への投資比率を拡大しました。アジア・オセアニア
地域では、日本の投資比率を引き上げたほか、オースト
ラリアの小売りへの投資比率を減少しました。欧州地域
では、ポートフォリオに若干の変化が生じましたが、そ
の変化は北米地域や、アジア・オセアニア地域と比べて
相対的に緩やかな水準となりました。

パフォーマンスの改善に向けたポートフォリオの修正に関して

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

高いと判断しており、経済活動の正常化やワクチンの開
発期待が高まる局面においては、こうした投資妙味が高
いリートを中心に買い戻しが期待されるとみています。

◎オーストラリア　7.8％
　オーストラリア市場は、最大の貿易相手国である中国
の経済回復に加えて、同国中銀による金融政策の追い風
が期待できることなどから、負債依存度などの観点から
財務健全性が高い銘柄を中心に投資する方針です。

◎日本　7.8％
　日本市場は新型コロナウイルスを受けた調整局面に
よって、投資口価格はＮＡＶと比較して2019年12月末
の＋22％から2020年９月末には△１％のディスカウン
ト水準となり、同国の過去水準と比較すると投資妙味が
高まっています。アジアのリート市場の中では、依然と
して純資産価値とのバリュエーション比較などから相対
的に投資妙味が薄い一方で、日本銀行による買い入れや
低金利政策の継続期待などがリート市場を下支えすると
みており、同国リートへの投資比率を低位に留めること
は行わない方針です。

◎アジア（除く日本）（シンガポール4.1％、香港1.7％）
　シンガポール市場もまた、新型コロナウイルスを受け
た投資家心理の悪化などを背景に調整した結果、投資口
価格はＮＡＶと比較して2019年12月末の＋８％から
2020年９月末には△３％のディスカウント水準となり
ました。観光客の入国制限により、小売りやホテルの
リートがマイナスの影響を受ける一方で、オンライン取
引や在宅勤務の増加で産業用施設（物流施設）やデータ
センターのリートがプラスの影響を受けています。小売
りやホテルのリートの投資口価格は割安水準にあるもの
の、財務の健全性や業績動向を注視する必要があるとみ
ています。一方で、香港は、政治情勢や新型コロナウイ
ルスを巡る混乱などを受けて不透明感が漂っているもの
の、香港リートの投資口価格は、ＮＡＶと比較して大き
く割安な水準にあります。引き続き、同地域のマクロ経

済に対する警戒感は懸念材料ではあるものの、香港の主
力リートは地元住民向けの生活必需品に関連した入居テ
ナントが多く、世界の小売り・リートの中でも財務健全
性や業績が相対的に安定的であることから、現在の投資
口価格は魅力的だとみています。

◎欧州（フランス3.5％、イギリス5.0％など）
　欧州市場においては、新型コロナウイルスの感染拡大
による経済活動の停止の影響によって、特に小売りの賃
料収入に対する不透明感が強まり、小売り・リートの投
資口価格は、ＮＡＶと比較して△40％～△60％のディ
スカウント水準となっています。一部の小売り・リート
では、希薄化を伴う新投資口発行や資産売却による財務
建て直しを図る過程で投資口価格が調整したものの、十
分な財務健全性を確保した銘柄については、経済活動の
再開によって投資口価格の上昇が期待できるとみていま
す。

モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク
運用総責任者※：　テッド・ビッグマン

※運用委託先のグローバル・リート運用における運用総
責任者です。
※上記は、ＭＳＩＭグループ（モルガン・スタンレー・
インベストメント・マネジメント・グループ）の資料
を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

（注）上記の投資比率はマザーファンドにおける対純資
産比率です。
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2017年９月12日 10,000 － － 10,359 － － 25 

１期(2017年12月11日) 10,061 0 0.6 10,385 0.2 95.4 34 

２期(2018年12月10日) 9,832 0 △ 2.3 10,556 1.6 94.7 80 

３期(2019年12月10日) 10,246 0 4.2 11,943 13.1 95.8 141 

４期(2020年12月10日) 8,347 0 △18.5 10,409 △12.8 95.5 107 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投資信託

（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョー

ンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信株式会社に付与されています。

Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2019年12月10日 10,246 － 11,943 － 95.8 

12月末 10,182 △ 0.6 11,798 △ 1.2 95.0 

2020年１月末 10,149 △ 0.9 12,088 1.2 94.3 

２月末 9,421 △ 8.1 11,386 △ 4.7 93.3 

３月末 6,972 △32.0 8,614 △27.9 95.7 

４月末 7,518 △26.6 9,248 △22.6 94.9 

５月末 7,417 △27.6 9,325 △21.9 94.5 

６月末 7,454 △27.2 9,359 △21.6 95.4 

７月末 7,560 △26.2 9,681 △18.9 94.9 

８月末 7,735 △24.5 9,900 △17.1 94.4 

９月末 7,406 △27.7 9,543 △20.1 95.7 

10月末 7,197 △29.8 9,315 △22.0 95.7 

11月末 8,327 △18.7 10,382 △13.1 94.5 

(期  末)      

2020年12月10日 8,347 △18.5 10,409 △12.8 95.5 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

運用経過
第４期：2019年12月11日～2020年12月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（百万円）

0

100

200

300

400

500

2019/12/10 2020/４/10 2020/８/11 2020/12/７

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 ４ 期 首 10,246円
第 ４ 期 末 8,347円
既払分配金 0円
騰 落 率 －18.5％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

基準価額は期首に比べ18.5％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

世界的にオンライン・ショッピング市場の拡大が進む中、事業環
境が良好で業績成長の期待が高い産業用施設のリートが上昇した
ことなどがプラスに寄与しました。また、第５世代移動通信シス
テム（５Ｇ）の潮流によって、プラスの恩恵を受けると期待され
る専門特化型（データセンターなど）のリートが上昇したことな
ども、基準価額の上昇要因となりました。
個別銘柄では、2020年２月中旬以降にファンドで組み入れた、
大手産業用施設リートの「GOODMAN GROUP（オーストラ
リア／産業用施設）」や、データセンターのリートである
「KEPPEL DC REIT（シンガポール／専門特化型）」の保有など
が基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

2020年２月中旬以降、新型コロナウイルスの発生を受けて金融
市場の投資家心理が悪化する中、世界の実物不動産市場やリート
の業績に対する不透明感が高まり、保有するアメリカ・リートの
投資口価格が下落したことなどが、基準価額の下落要因となりま
した。
為替ヘッジのためのコストなどが、基準価額の下落要因となりま
した。
個別銘柄では、新型コロナウイルスの新規感染者数が拡大する局
面で、世界的に主要都市の封鎖や行動規制の動きが強まる中、米
百貨店の店舗閉鎖や企業破綻の動きなどが嫌気された「SIMON 
PROPERTY GROUP INC（アメリカ／小売り）」や、米ニュー
ヨーク・オフィス市場の需給バランスに対する警戒感が嫌気され
た「SL GREEN REALTY CORP（アメリカ／オフィス）」など
が下落し、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

― 6 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_847148.indd   603_コメント-費用-TER_10pt_847148.indd   6 2021/01/27   11:26:262021/01/27   11:26:26



8

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

第４期：2019年12月11日～2020年12月10日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

ワールド・リート・オープン（資産
成長型）為替ヘッジあり
ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
組入比率を高位に保ちました。また、実
質組入外貨建資産に対しては対円で為替
ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を
はかりました。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。

ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合により行いました。なお、運用の指図
に関する権限は、モルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメン
ト・インク、モルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・リミ
テッドおよびモルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・カンパ
ニーに委託しています。なお、当期にお

先進国リート市況
先進国リート市況は、期を通してみると
下落しました。
期首から2020年２月中旬にかけては、実
物不動産市場やリートの業績に対する成
長期待などを背景に上昇したものの、２
月中旬から３月下旬にかけては、新型コ
ロナウイルスの影響懸念を背景に金融市
場への不透明感が高まり、先進国リート
市況は、景気感応度が相対的に高いホテ
ルや小売りのリートを中心に大きく下落
しました。４月から６月上旬にかけては、
各国中銀による金融緩和策の発表や、新
型肺炎の感染者数拡大が落ち着きを示し

たことなどから、世界の株式市場で買い
戻しの動きが強まり上昇したものの、６
月中旬から10月にかけては、ＦＲＢによ
る低金利政策の長期化観測などが好感さ
れた一方、欧州を中心とした新型コロナ
ウイルスの感染再拡大や、米大統領選挙
への警戒感などからリスク回避の動きが
強まり下落しました。その後は、米大統
領選挙で民主党のバイデン氏が勝利宣言
をしたことや、米大手製薬会社による新
型コロナウイルスのワクチン開発進展報
道などが好感され上昇したものの、期を
通してみると下落しました。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

いては、パフォーマンスの改善に向けた
ポートフォリオの修正を実施しました。

ポートフォリオの見直し前は、投資銘柄
に対する綿密なリサーチを実行し、純資
産価値とのバリュエーションや配当利回
りの観点から割安と判断した銘柄を中心
に投資を行いました。純資産価値とのバ
リュエーションや、配当利回りの水準で
割安な水準にあると思われる一部業種を
投資妙味があると判断し、小売りやオ
フィス・セクターに対する投資比率を高
位に維持しました。他方、配当利回りの
水準が相対的に低く、また、将来の業績
成長が既にリートの投資口価格へ織り込
まれていると判断する、産業用施設や専
門特化型のセクターに対する投資比率を
低位に留めました。

ポートフォリオの見直し後は、不動産へ
の直接投資と比較して（純資産価値対
比）割安と判断される銘柄への投資を継
続しました。また、配当利回りの高い銘
柄を精査し、配当性向や負債依存度、業
績動向などを考慮のうえ、割安度合いの
修正による価格上昇への確信度に応じて、
各国・地域や各不動産の用途に対する投
資配分や組入銘柄の投資比率を変更しま
した。
国・地域別では、アメリカや日本の投資
比率を引き上げた一方、カナダなどの投
資比率を引き下げました。また、業種別

では、産業用施設や専門特化型に加え、
住宅や倉庫などの投資比率を引き上げた
一方、小売りやその他（モーゲージ・
リートなど）の投資比率を引き下げまし
た。
銘柄別では、大手データセンター・リー
トの「DIGITAL  REALTY  TRUST  INC
（アメリカ／専門特化型）」や、物流不
動産を手掛ける「DUKE REALTY CORP
（アメリカ／産業用施設）」などを新規
に組み入れました。一方で、モーゲー
ジ ・ リ ー ト で あ る 「 STARWOOD 
PROPERTY TRUST INC（アメリカ／そ
の他）」や、アメリカで優良な小売り
（ モ ー ル ） 不 動 産 を 所 有 す る
「MACERICH CO/THE（アメリカ／小
売り）」などを全売却しました。

国・地域別上位の組入比率
国・地域別上位の組入比率は、期首のア
メリカ61.5％、カナダ7.7％、オースト
ラリア6.4％などから、期末にはアメリカ
63.8％、日本7.8％、オーストラリア
7.8％などとしました。

業種別上位の組入比率
業種別上位の組入比率は、期首の小売り
33.2％、オフィス19.0％、複合14.7％な
どから、期末には小売り18.7％、産業用
施設16.4％、オフィス16.3％などとしま
した。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引き後配当込
み、円ヘッジ）です。

（％）

－20.0

－15.0

－10.0

－5.0

0.0

2019/12/10 ～ 2020/12/10

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

ポートフォリオ特性値
配当利回りは、期首の4.96％から期末に
は4.32％となりました。

（注）配当利回りはマザーファンドで保有している
リートの実績配当利回りをマザーファンドの
純資産に対する比率で加重平均した年率換算
配当利回りです。税金・信託報酬等は考慮し
ていません。（出所：Bloombergをもとに三
菱ＵＦＪ国際投信作成）

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、利子・配当収入の中から分配
金額を決定しますが、信託財産の十分な成長に資することに配慮して分配を行わないことがあり
ます。この結果、次表の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）
につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第４期
2019年12月11日～2020年12月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 780

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ワールド・リート・オープン（資産
成長型）為替ヘッジあり
引き続き、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち運用を行っていく方針です。ま
た、実質組入外貨建資産に対しては、原
則として対円で為替ヘッジを行い、為替
変動リスクの低減をはかります。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
引き続き、世界各国のリートに分散投資
を行い、リスク分散を図った上で安定し
た配当利回りの確保と長期的な信託財産
の成長を目指します。
当面の運用としては、マクロ環境や実物
不動産市況の変化、リート各社の経営内
容などに着目しつつ、不動産への直接投
資と比較して（純資産価値対比）割安と
判断される銘柄への投資を継続していき
ます。また、配当利回りの高い銘柄を精
査し、配当性向や負債依存度、業績動向
などを考慮のうえ、割安度合いの修正に
よる価格上昇への確信度に応じて、銘柄
への投資比率を変更していく方針です。
不動産の資産価値対比で相対的に割安と
判断する、アメリカのオフィス（米
ニューヨーク中心）や住宅に加え、小売
りなどに投資妙味があるとみています。

一方で、アメリカの専門特化型に加え、
ヘルスケアや産業用施設、国・地域別で
は、日本やベルギーなどを慎重にみてい
ます。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

2019年12月11日～2020年12月10日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 140 1.724 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (81) (1.001) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (50) (0.612) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (9) (0.111) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 6 0.070 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (0) (0.000)
( 投資信託証券 ) (6) (0.070)

(ｃ)有価証券取引税 2 0.024 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.000)
( 投資信託証券 ) (2) (0.024)

(ｄ)そ の 他 費 用 5 0.056 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.017) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (3) (0.035) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 153 1.874

期中の平均基準価額は、8,129円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.78％です。

総経費率
1.78％ 運用管理費用（投信会社）

1.00％
運用管理費用（販売会社）

0.61％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.06％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○売買及び取引の状況 (2019年12月11日～2020年12月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ワールド・リート・オープン マザーファンド 22,295 49,896 25,121 51,854 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年12月11日～2020年12月10日) 

 

項 目 
当 期 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 46,748千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 －千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） －   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月11日～2020年12月10日) 

 

＜ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 1,351 456 33.8 1,322 465 35.2 

 
 
 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 26,436 7,651 28.9 76,877 17,814 23.2 

平均保有割合 0.1%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 760 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年12月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 50,284 47,458 104,374 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年12月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 104,374 96.2 

コール・ローン等、その他 4,132 3.8 

投資信託財産総額 108,506 100.0 
 

（注） ワールド・リート・オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（142,416,996千円）の投資信託財産総額

（155,302,639千円）に対する比率は91.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝104.28円 １カナダドル＝81.35円 １ユーロ＝125.97円 １イギリスポンド＝139.47円 

１オーストラリアドル＝77.62円 １香港ドル＝13.45円 １シンガポールドル＝78.01円 100韓国ウォン＝9.63円 

 

  

親投資信託残高 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年12月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 202,141,122   

 コール・ローン等 3,914,126   

 ワールド・リート・オープン マザーファンド(評価額) 104,374,911   

 未収入金 93,852,085   

(B) 負債 94,643,145   

 未払金 93,824,772   

 未払信託報酬 816,819   

 未払利息 2   

 その他未払費用 1,552   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 107,497,977   

 元本 128,781,803   

 次期繰越損益金 △ 21,283,826   

(D) 受益権総口数 128,781,803口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,347円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 138,169,313円 

期中追加設定元本額 20,932,744円 

期中一部解約元本額 30,320,254円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.8347円です。 

 

○損益の状況 (2019年12月11日～2020年12月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     1,057   

 受取利息 17   

 支払利息 △     1,074   

(B) 有価証券売買損益 △19,466,209   

 売買益 19,938,349   

 売買損 △39,404,558   

(C) 信託報酬等 △ 1,833,218   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △21,300,484   

(E) 前期繰越損益金 3,341,437   

(F) 追加信託差損益金 △ 3,324,779   

 (配当等相当額) (   3,535,099)  

 (売買損益相当額) (△ 6,859,878)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △21,283,826   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △21,283,826   

 追加信託差損益金 △ 3,324,779   

 (配当等相当額) (   3,561,260)  

 (売買損益相当額) (△ 6,886,039)  

 分配準備積立金 6,485,424   

 繰越損益金 △24,444,471   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は21,283,826円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年12月11日～ 
2020年12月10日 

費用控除後の配当等収益額 2,635,341円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 3,561,260円 

分配準備積立金額 3,850,083円 

当ファンドの分配対象収益額 10,046,684円 

１万口当たり収益分配対象額 780円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

④「ワールド・リート・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用とし

て、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の60以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。 

 
＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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